
第３号様式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書
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住所（法人にあっ
ては、主たる事務

所の所在地）
千襲県船橋市本町2-7-17

氏名（法人にあ-」
ては、名称及び代

表音の氏名）
njl:食品株式会社代表jlR締役会長イTﾉl豊健太郎

事業者の主たる
業種 食肉加'二製造業

該当する事業行

要件 Ｐ 

ｒ 

京都府地球温暖化対蝋条例施行規則第10条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業荷（原油に換算して１５００キロリットル以上））

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２丹又は第３号該当事業者（大規模運送事業背（トラック又はパス100台以上／タクシー150台以上／鉄道
｢'1両150両以'二）

「京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの人規模排(1)事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以'二））

計画期間 Ｈ２０年４月～Ｈ２３年３月

基本方針

環境方針で2011年度（H23年度）には、2004年度比（H16年）４０％１１１ﾘ減をＩ]指す。

推進体制
ISO14001の組織で毎)]の進捗状況を確認し活動

環境マネジメントシステム名称 ISO14001,2004 

適用範囲 製品、惣菜等の設計、開発、製造及販売

取得年月日 2004.1/2２ 

年度ごとの具体
的な取組及び措
置の状況

年度
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設備、対象、［程等

ﾌﾗｲﾔｰ室

殺菌層、冷蔵庫、ホ
● 

空調設備

措置内容

証明器具の交換

間仕切りによるﾛｽ削減、ト,ア改修によるﾛｽ削減、ヘ．ローシールパルプヘの交換

個別空調の設置、空調稼働時間の短縮（ﾀｲﾏｰ制御＝0,,0[｢ｽｲｯﾁ）

温室効果ガスの
排出量等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排}{}合計

実績に対する、己評価

基準年度（突繊）
(１９）年度

(二酸化炭素換算）

目標年度（計画）
(２２）イ1§度

(二駿化炭索換W[）

増減率
(計I11ii）

報告年度（実績）
(22）年度

（。麟化炭素換算）

増減率
(実績）

4,973.0ｔ 4,656.0ｔ -6.4リ、 4,598.9ｔ -7.5リiｆ
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製造空調稼動時間の低減（ﾀｲﾏｰ稼動＝SW制御）廃水処J1H場プロアーヘのｲﾝﾊﾞｰﾀｰ設置などの効果がⅡ{ている。

原単位当たりの
温室効果ガス排
(1)量等

(】途区分 原単位の指標

二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

実績に対する自己評(lli

基準年度（実績） 目標年度（計画） 噌減率（ii卜 報告年度（実績） 噌減率（実紙）

0.826 0.737 －１０８ﾘﾔﾄ 0.848 ２７リハ
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予防的なjIi(り組みにより、合否判定を厳しくしたことにより、廃棄愚が増加し稼働率が低下した。
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その他の地球温

暖化対策による
温室効果ガスの
削減量等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内産の木材の利)i｝

Itl然エネルギーを利ﾊ)した電力
又は熱の供給

グリーン電力の職入

家庭における温室効果ガス排出
戯の削減効果分のNi入

削減量等合計
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報告年度（突統）
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鰭引排出量

(排lⅡ合ilf-i1ilI減等合計）

基準年度（突紙）

＊’41973.0ｔ 

目標年度（計lllii）

''2'一'，:１１４`656.0ｔ

噌減率（i1IiIi）

-6.4％ 

報告年度（実絃）

ICI)－(o５Ｉ 4,598.9ｔ 

剛減率（実績）

-7.5％ 

地球温暖化対策
に資する社会頁
献活動

I:場且学会や環境報告111;の配布を行い、［場に於ける環境取り組みを紹介している。

特記事項


